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　横
浜
市
に
本
社
を
置
く

（
株
）
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ
シ

ス
テ
ム
ズ
（
以
下
、
Ｐ
Ｌ

Ｓ
）
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

植
物
の
栽
培
技
術
を
開
発
、

シ
ス
テ
ム
化
す
る
企
業
で

す
。
緑
区
大
島
に
試
験
棟
を

構
え
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
養
液

栽
培
の
実
証
実
験
や
、
栽
培

方
法
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

培
が
軌
道
に
乗
り
収
穫
量
が

増
え
ま
し
た
が
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
卸
す
ほ
ど
の
数
量
に

は
な
ら
ず
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

行
き
場
が
な
い
こ
と
を
さ
み

し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
な
か
、
近
隣
に
子
ど
も

食
堂
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

団
体
の
代
表
の
方
に
ご
相
談

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

企
業
×
企
業

地
域
貢
献
の
リ
レ
ー

　現
在
で
は
市
社
協
を
通
じ

市
内
全
域
の
子
ど
も
食
堂
に

声
掛
け
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

寄
付
を
続
け
て
い
ま
す
。
継

続
的
に
食
材
寄
付
が
可
能
に

な
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　「
人
員
配
置
等
の
関
係

で
、
自
分
た
ち
で
お
届
け
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
だ
っ

た
の
で
す
が
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
購
入
し
て
く
れ
て
い
る
移

動
販
売
の
八
百
屋
『
つ
ど

や
』
さ
ん
が
、
運
搬
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
地
域
貢
献
の
リ
レ
ー
の

よ
う
な
形
で
す
ね
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
受
け
取
っ
た
団
体
の

方
か
ら
お
礼
の
お
手
紙
を
い

た
だ
い
た
り
す
る
と
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」

し
、
ご
自
宅
や
狭
い
ス
ペ
ー

ス
で
、
高
齢
者
や
体
に
不
自

由
の
あ
る
方
で
も
簡
単
に
栽

培
で
き
る
よ
う
な
キ
ッ
ト
の

実
用
化
も
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
を
と

お
し
て
地
域
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
こ
う

い
っ
た
農
業
の
形
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
地
域
の
学
校

や
子
ど
も
た
ち
に
見
学
に
来

て
い
た
だ
き
、
知
っ
て
も
ら

え
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」

地
域
と
の

つ
な
が
り
を
求
め
て

　相
模
原
農
場
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
開
発
部
の
千
島
さ
ん

に
地
域
貢
献
活
動
を
は
じ
め

た
き
っ
か
け
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽

新
し
い
農
業
の
形
を

次
世
代
へ

　農
業
の
就
業
人
口
減
少
と

い
う
社
会
課
題
に
立
ち
向
か

う
Ｐ
Ｌ
Ｓ
。
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
「
別
の
農
作
物
の
栽
培

に
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
応

用
で
き
な
い
か
検
討
中
で

す
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

寄付先の子ども食堂
から届いたお礼状

地
域
貢
献
の
リ
レ
ー
（
左
か
ら
つ
ど

や
小
川
さ
ん
、
Ｐ
Ｌ
Ｓ
千
島
さ
ん
）

市社協ブログに
詳細レポートを掲載中

企
業
が
取
り
組
む
貢
献
活
動

あ
な
た
の
地
域
を
応
援
！
㈱
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
取
組

福祉情報ポケット

ひとりで悩みを抱えないで「ほっとタイム」
①3月7日（木）
②3月8日（金）
③3月14日（木）

日 時 ①～③いずれも、
午前10時30分～正午

①緑区合同庁舎２階　ボランティア活動室
②南保健福祉センター2階　情報交換ルーム
③相模原市民会館

場 所

認知症のご家族の介護にお悩みの方等、
誰でも参加できます！

内 容

認知症家族会　友知草の会（担当：本村）問 合
☎090-6300-6977申 込

3月1日㈮午前10時～午後4時 ※開催後にオンデマンド配信を予定
オンライン開催（ウェビナー）

日 時
実施方法

療育を必要としている方を支える
「生活・家庭・家族」への支援に関するセミナー

内 容

600名（参加費無料）定 員
（公財）鉄道弘済会問 合
☎03-6261-3199（担当：大瀬木）

2023年度 第33回こうさい療育・支援セミナー

3月2日㈯午前10時～正午日 時
相模原教育会館場 所
里親制度説明DVD・里親制度説明・里親体験談
質疑応答・個別相談

内 容

30名　先着順（参加費無料）定 員
相模原市里親養育包括支援センター『ふうせんかずら』問 合
☎042-704-8433（担当：内山）申 込

里親体験談の開催

バオバブ「早春フェア」開催
2月15日㈭～3月9日㈯
午前10時～午後5時
※日曜は休業日あり（要問合せ）

日 時

あじさい会館1階場 所
障がい者事業所による手作り製品販売
ひな人形、新入学製品など多数揃えています。

内 容

☎042-757-6772問 合

地域デビューを応援します！ボランティアセミナー

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”入会説明会

・会場の都合によりご家族で代表者1名のみの参加をお願いする場合がございます。
・定員は、会場により異なります。参加申し込みの際にお問い合わせください。

大きな災害が起こったときや、日頃安全に安心して暮らすための支えとなる「地域
の力」。その中心的な役割を担っているのが自治会です。
さらに自治会に加入すると、市内を中心に自治会員応援店でお得な特典を受け
ることができる「自治会員専用割引（JichiPass）」が配布されます。詳しくはHPから！

問合 相模原市自治会連合会　☎042-753-3419

問合 南区事務所
☎042-765-7065　{minami@sagamiharashishakyo.or.jp

自治会に加入しよう！ 相模原市自治会連合会からのお知らせ

相模原市自治会連合会詳しくは、

問合 ファミリー・サポート・センター事務局　☎042-730-3885
{famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

場所 緑区合同庁舎2階情報交換ルーム
申込 緑ボランティアセンター　☎042-775-1761
内容「ボランティアって何だろう？」「今、活動している人たちは何をしているの？」

ボランティア活動者と座談会形式で「ボランティア」について一緒に考え、
語り合い、あなたにあう活動を探すセミナーです。こどもの春休みの活動か
ら、新たなチャレンジまで応援します。

日時 3月21日（木）午後1時30分～3時30分

場所 橋本公民館 大会議室（イオン橋本店6階）

＊当日参加可能ですが事前に申込みいただくとスムーズです。
申込 右記、Google formか電話にて申込み　

日時 2月10日（土）午後1時30分～4時（参加費無料）

場所 南区地域福祉交流ラウンジ（ボーノ相模大野2階）
日時 3月3日（日）午前10時～午後3時

好きなことで楽しみながら！　ボランティアの世界へようこそ

「保育所のお迎えが間に合わない時に代わりにお願いしたい」「リフレッシュをし
たい」など、生後0か月からのお子さんを対象に地域の方が見守りや預かり、送迎
等を行います（有償）。利用したい、お手伝いしたい人を対象に入会説明会を行
います。※生後0～3か月未満は、保護者がそばにいることが条件です。

市ではスマートフォン（スマホ）普及のための実証実験として、主に、スマホをお持ちでない方
向けのスマホ教室を開催します。また、スマホを無料で貸し出しします。（100台、約６か月間）

非正規雇用ではたらくシングル女性のためのなんでも相談会

問合 南区事務所　{minami@sagamiharashishakyo.or.jp

場所 南区地域福祉交流ラウンジ
（ボーノ相模大野2階）

申込 不要。直接会場へお越しください。

日時 3月22日（金）午後4時～6時30分

内容 ハンドメイド体験や飲み物の提供。
女性専門職による相談コーナーあり。

午後1時30分～2時
午後2時10分～

女性弁護士によるミニセミナー「非正規雇用のモヤモヤ」
相談会（予約優先・1人20分程度）

内容

10代20代女の子のための居場所「ふたばRoom」

申込 要申込（先着順）
※詳しくは広報さがみはら2/1号をご覧ください。  

問合 相模原市コールセンター☎042-770-7777
会場 津久井、相模湖、藤野各総合事務所

対象 津久井・相模湖・藤野の各地域にお住まいの65歳以上の方

期間 ２月下旬～５月下旬

高齢者向けスマホ教室を開催します

相模原市社会福祉協議会非常勤職員募集

城山・津久井・相模湖・藤野地域事務所開所時間変更のお知らせ

おもに20代～40代の子どものいないシングル（独身）女性を対象に、女性の専門
職（弁護士、福祉職等）による相談会を開催します。

3/3はボーノに集合！ラウンジふくしまつり 開催

日時（所要時間は、1時間半程度） 会場
2月17日（土） 午前10時30分～ 
2月27日（火） 午前10時30分～ 
3月  7日（木） 午後１時30分～ 
3月16日（土） 午前10時30分～ 
3月25日（月） 午前10時30分～ 

あじさい会館　
ユニコムプラザさがみはら
緑区合同庁舎
あじさい会館
ユニコムプラザさがみはら

詳しくは市社協ホームページをご覧ください。

（旧開所時間
  月～金：午前8時30分～午後5時15分）

※今回は実証実験のため、上記の方のみが対象です。

令和6年4月1日より、上記4地域事務所の開所時間を変更します。新しい開所時間は、次のとおりです。

市社協からのお知らせ

地域福祉推進員（週5日勤務・月給24万）
地域福祉支援員（週4日勤務・時給1,222円）　ほか6職種募集　

職種

詳しくは市社協ホームページをご覧ください。

新開所時間   月～金：午前9時～午後5時

県政報告
一般質問④

園
芸
博
覧
会
と
教
育

神
奈
川
県
議
会
議
員(

自
民
党)

山
口
美
津
夫

事務所：042-785-6655
相模原市緑区三ケ木316-2

自民党神奈川県議会議員団

山口美津夫

産業労働常任委員会
共生社会推進特別委員会

れ
る
こ
の

機
会
を
通

じ
て
、
神

奈
川
の
施

策
を
よ
り

効
果
的
に

●
国
際
園
芸
博
覧
会

　２０
２
７
年
に
横
浜
市
瀬

谷
で
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸

博
覧
会
に
向
け
て
県
と
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
見
解
を
伺
い
ま
し

た
。　黒岩

知
事
か
ら
は
、
県
の

出
展
す
る
庭
園
は
、
農
福
連

携
モ
デ
ル
庭
園
を
通
じ
た
共

生
社
会
の
実
現
や
、
ス
マ
ー

ト
技
術
の
展
示
に
よ
る
持
続

可
能
な
農
業
の
推
進
な
ど
、

県
の
施
策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
更
な
る
機
運
醸
成
を

図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
や

県
立
高
校
、
企
業
、
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
幅
広
い
関
係
者

と
連
携
し
、
オ
ー
ル
神
奈
川

で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

回
答
し
ま
し
た
。

　県内
外
か
ら
１
０
０
０
万

人
以
上
の
来
場
者
が
見
込
ま

Ｐ
Ｒ
し
、
魅
力
的
な
出
展
を

要
望
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
実

践
推
進
校
に
お
け
る
進
路
実

現
の
取
組

　本県
で
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
で
き
る
だ
け
同
じ
場

で
共
に
学
び
共
に
育
つ
た
め

の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

推
進
し
て
き
た
。
知
的
障
が

い
の
あ
る
生
徒
が
高
校
に
入

学
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

に
出
て
い
く
た
め
の
力
を
身

に
付
け
、
将
来
の
自
立
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
生
徒
の
希
望
す
る

進
路
の
実
現
に
向
け
た
取
組

の
成
果
、
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
組
を
進
め
て
い
く

の
か
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

　教育
長
か
ら
は
、
本
県
独

自
の
取
組
と
し
て
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
実
践
推
進
校

を
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
指

定
を
受
け
て
い
る
県
立
高
校

14
校
に
は
、
毎
年
約
２
０
０

名
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
生

徒
が
特
別
募
集
で
入
学
し
、

他
の
生
徒
と
同
じ
教
室
で
学

ん
で
い
る
。
昨
年
度
の
卒
業

生
は
就
職
が
30
％
、
進
学
が

33
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、
多
様

な
進
路
の
実
現
に
つ
な
が
っ

た
と
回
答
し
ま
し
た
。

　就職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
。
就
職
し
た
先
で
生
徒
自

身
が
い
か
に
自
分
を
活
か
す

か
、
社
会
の
役
に
立
て
る
か

を
考
え
、
志
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
。
生
徒
達

が
自
ら
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
実

践
推
進
校
の
取
組
の
継
続
と

充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ 

99 

～
新
ゆ
り
ド
ク
タ
ー
通
信
～

子
ど
も
の
て
ん
か
ん
治
療

三
成
会 

新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院

　てん
か
ん
と
い
う
病
名
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
誰
に

と
っ
て
も
抵
抗
が
あ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
育
ち
盛
り
の

お
子
さ
ん
に
「
脳
に
作
用
す

る
薬
」
を
長
期
に
わ
た
っ
て

飲
ま
せ
る
こ
と
に
も
不
安
が

つ
き
も
の
で
す
。

　診断
の
基
本
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
何
が
起
こ
っ
た
か

を
目
撃
者
や
本
人
の
記
憶
が

新
し
い
う
ち
に
聞
き
出
す
こ

と
で
す
。
治
療
の
基
本
は
、

薬
を
し
っ
か
り
内
服
す
る
こ

と
で
す
。
て
ん
か
ん
診
療
で

医
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

正
確
な
情
報
を
聞
き
出
す
力

と
、
分
か
り
や
す
く
安
心
で

き
る
説
明
を
す
る
力
で
す
。

　当院
に
は
、
小
児
て
ん
か

ん
診
療
歴
10
年
以
上
の
小
児

神
経
専
門
医
２
名
が
、
て
ん

か
ん
と
い
う
診
断
名
に
対
す

る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不

安
に
寄
り
添
い
、
治
療
の
お

手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

診
断
さ
れ
る
こ
と
へ
の
不
安

感
や
治
療
に
対
す
る
抵
抗

感
、
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は

専
門
医
へ
の
ご
相
談
を
お
勧

め
し
ま
す
。

☎044-322-9991（代表）
月～土　8：00～11：30
　　　13：00～16：00

内科、外科、消化器内科、内視鏡内科、消化器外科、循環器内科、心臓血管外科、
呼吸器内科、呼吸器外科、糖尿病内科、腎臓内科、人工透析内科、脳神経内科、脳神経外科、
整形外科、産婦人科、小児科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、皮膚科、形成外科、美容外科、麻酔科
（高崎正人）、眼科、放射線診断科、放射線治療科、救急科、歯科口腔外科、
心療内科（精神科）、リハビリテーション科、乳腺外科、ペインクリニック内科、血液内科、
心臓血管外科、病理診断科、内分泌内科、代謝内科、肝臓内科、腫瘍内科、緩和ケア内科

診療受付
時　　間川崎市麻生区古沢都古255
医学健康講座
2024年2月29日㈭
「もっと知って欲しい、肝臓のこと
   ～検査値の読み方から最新の検査／治療まで～」

新百合ヶ丘総合病院
3階 STRホール

消化器内科部長　今城健人 先生

14：00

～

15：00

発達神経学センター長
高橋 孝雄 医師

下溝古山公園下溝古山公園

相模原沈殿池相模原沈殿池

大野台南テニスコート大野台南テニスコート

北里大学病院北里大学病院村富線
村富線

北里通り北里通り

展示場

☎042-761-6647 ※記事内の実績は同社調べ

1０１２０‒
３５１７１４

霊園・墓石・燈籠・各種石材

南区下溝3063-1展示場

株式
会社

ミ  ゴ   ト ナ  イ  シ豊明 石材ほ
う
め
い

春彼岸

た
」
実
績
が
あ
る
。

に
声
を
か
け
て
み
て
は
。

　田
名
に
本
社
を
構
え
る

「
豊ほ

う
め
い明
石
材
」
は
上
溝
の

亀
ヶ
池
八
幡
宮
の
玉
垣
な
ど

も
請
け
負
う
専
門
業
者
。
も

ち
ろ
ん
墓
づ
く
り
も
定
評
が

あ
り
、
「
市
営
峰
山
霊
園
に

あ
る
墓
地
を
最
も
手
掛
け

亀
ヶ
池
、
峰
山
で
実
績

　春
彼
岸
を
む
か
え
る
に
あ

た
り
「
お
墓
」
に
つ
い
て
考

え
る
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
。
納
得
の
い
く
お
墓
を
作

り
た
い
な
ら
、
「
よ
り
安
心

感
が
あ
る
」
地
元
の
石
材
店

震度７にも対応する免震装置
を搭載する墓所（イメージ）

「自社施工だから安心」
「直輸入だから安い」

創業55年
地元業者

免震
地
元
で
墓
を
建
て
る
な
ら

「
安
心
」
田
名
・
豊
明
石
材

中
央
区
田
名
の
本
社

33
万
円
か
ら

　施
主
の
意
向
を
尊
重
し
、

出
来
あ
い
の
も
の
で
な
く
、

一
つ
ひ
と
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

墓
石
を
つ
く
る
。
施
工
は
す

べ
て
自
社
で
展
開
。
気
に
な

る
価
格
は
直
輸
入
、
直
接
仕

入
れ
が
可
能
な
点
か
ら
他
社

に
比
べ
て
安
価
な
設
定
と

な
っ
て
い
る
。
打
ち
合
わ
せ

は
一
昨
年
に
新
し
く
な
っ
た

本
社
（
中
央
区
田
名
４
７
３

８
の
10
）
で

じ
っ
く
り
進

め
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま

た
、
震
度
７

に
も
対
応
す

る
と
い
う
免

震
装
置
の
搭

載
も
喜
ば
れ

て
い
る
。

　料
金
は
８

寸
和
型
で
33

万
円
か
ら
。

民
間
霊
園
や

寺
院
墓
地
の

案
内
も
可

能
。
問
い
合

わ
せ
は
下
記

の"

へ
。

ス
マ
ホ･

Ｐ
Ｃ
何
で
も
サ
ポ
ー
ト

メ
デ
ィ
ア
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
橋
本
教
室

　年々
少
し
ず
つ
進
化
す
る

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操

作
。
「
今
さ
ら
恥
ず
か
し
く

て
聞
け
な
い
」
そ
ん
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
は
メ
デ
ィ

ア
ッ
ク
橋
本
へ
。
パ
ソ
コ
ン

教
室
が
運
営
す
る
同
店
で
は

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
・
修
理
に

も
対
応
（
要
予
約
）
。
「
些

細
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」
と
担
当
者
。

■
東
橋
本
２
の
35
の
11
／

木
・
祝
定
休
／
受
付
平
日
10

時
30
分
～
20
時
、
土
日
９
時

（1人1回・サポート、教室何でも使用可）

紙面
持参 ￥1,100割引で

「私たちにお任せください」

30
分
～
15
時
／

☎
０
４
２･

７
０

３･

７
９
６
２

　足
の
コ
ブ
や
む
く
み
、
血

管
が
で
こ
ぼ
こ
す
る
「
下
肢

静
脈
瘤
」
。
見
た
目
に
悩
む

一
方
、
洋
服
を
着
込
む
こ
の

時
期
は
、
治
療
を
先
送
り
に

す
る
人
も
多
い
と
い
う
。

　相
模
原
町
田
血
管
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
大
久
保
博
世
院

長
は
「
命
に
関
わ
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す

る
と
色
素
沈
着
や
潰
瘍
が
で

き
る
な
ど
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
ま

す
」
と
話
す
。
開
院
４
年
目

を
迎
え
る
同
院
は
下
肢
静
脈

瘤
に
つ
い
て
レ
ー
ザ
ー
治
療

に
よ
る
日
帰
り
手
術
を
行

う
。
昨
年
の
手
術
実
績
は
６

５
１
件
に
上
る
と
い
う
。

　大
久
保
院
長
は
「
切
開
を

せ
ず
、
出
血
も
ほ
ぼ
な
く
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
根
治

療
法
で
す
」
と
説
明
す
る
。

相
模
大
野
駅
か
ら
近
く
、
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
圧
迫
療

法
に
詳
し
い
看
護
師
や
女
性

医
師
も
在
籍
。
通
い
や
す
い

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
す
。

☎042・765・3005

血管外科・
外科・内科

HPはこちら
相模原市南区相模大野3-15-22-2F

休診日：日曜・月曜・祝日 ※17：00まで

診療時間
月

9：00～11：00
14：30～18：00

火
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○
※

日・祝

休 休

受付は診療時間終了30分前までとなります

医療法人　博心会

大久保博世院長

ボ
コ
ボ
コ
見
た
目

悩
む
な
ら

下
肢
静
脈
瘤

　
日
帰
り
手
術

（問）日本赤十字社神奈川県支部　☎045・681・2123（代）
URL  https://www.jrc.or.jp/contribute/help/20240104/
協力方法の詳細は二次元コードからご確認ください。

日本赤十字社では、義援金を募集しています。
ご支援をお願いします。

2024年12月27日㈮まで
令和６年能登半島地震災害義援金

神
奈
川・東
京
多
摩
の

　
　
　
　

 

　

 

情
報
サ
イ
ト

レ
ア
リ
ア

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ツ

授業に生成ＡＩを活用
「考える訓練になる」

中 野
中 学 校

　中
野
中
学
校
（
清
水
俊
次
校
長
）
で
1
月
29
日
、
人
工
知
能
を
使
っ

て
デ
ー
タ
や
情
報
を
創
出
す
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
活
用
し
た
授
業
が
公

開
さ
れ
た
。
当
日
は
、
市
内
に
勤
務
す
る
教
師
の
ほ
か
、
県
内
外
か
ら

１
０
０
人
以
上
の
教
育
関
係
者
が
同
校
に
訪
れ
、
実
際
の
授
業
を
見
学

し
た
。

文
科
省
か
ら
指
定

　中
野
中
学
校
区
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
「
２
０
２
３
年

度
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス

ク
ー
ル
事
業
」
の
指
定
を
受

け
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
（
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）
を

使
っ
た
授
業
を
進
め
て
い

る
。
中
で
も
、
中
野
中
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト

校
」
の
指
定
も
受
け
て
お

り
、
学
校
教
育
の
中
で
ど
の

よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で

き
る
の
か
を
実
践
し
、
成
果

と
課
題
の
備
蓄
を
進
め
て
い

る
。　当

日
は
、
国
語
、
数
学
、

理
科
、
社
会
、
英
語
、
美
術

の
授
業
が
公
開
さ
れ
た
。
英

語
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
各

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
調
べ
た
モ
ン
サ
ン

ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
日
光
東
照
宮

な
ど
の
世
界
遺
産
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
生
徒
は
発
表
の

中
で
出
て
き
た
難
し
い
言
葉

を
分
か
り
や
す
い
言
葉
に
変

換
す
る
た
め
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
（
会
話
型
の
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
）
を
使
用
し
、
理
解
を

深
め
て
い
っ
た
。

　英
語
の
授
業
を
終
え
た
生

徒
は
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は

質
問
が
上
手
だ
と
答
え
も
上

手
に
な
る
感
じ
。
実
際
に

使
っ
て
み
て
自
分
で
は
作
れ

な
い
文
章
や
分
か
ら
な
い
単

語
は
答
え
て
く
れ
る
か
ら
便

利
」
な
ど
と
感
想
を
話
し

た
。　公

開
授
業
の
後
に
は
分
科

会
と
講
演
も
行
わ
れ
、
参
加

し
た
教
育
関
係
者
は
さ
ら
に

理
解
を
深
め
て
い
た
。

ま
ず
教
師
か
ら

　同
校
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

授
業
で
の
活
用
に
つ
い
て
昨

年
秋
か
ら
準
備
に
取
り
掛

か
っ
た
。
教
務
主
任
の
梅
野

哲
教
諭
は
、
「
ま
ず
は
教
師

が
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
た
」

と
話
す
。
中
学
校
で
の
生
成

Ａ
Ｉ
の
使
用
に
関
し
て
は
、

文
科
省
が
昨
年
７
月
に
暫
定

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し

て
は
い
る
が
、
現
場
で
は
手

探
り
状
態
で
始
ま
っ
た
と
い

う
。
「
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と
で
理

解
を
深
め
、
教
師
間
で
情
報

を
共
有
し
て
い
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

　さ
ら
に
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
学
校
で
使
う
際
の
ル
ー

ル
と
し
て
、
13
歳
か
ら
18
歳

ま
で
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
と
な
る
た
め
、
保
護
者
へ

の
連
絡
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取

得
な
ど
事
前
準
備
に
時
間
を

要
し
た
と
い
う
。

　ま
た
、
13
歳
未
満
は
使
用

で
き
な
い
た
め
、
対
象
と
な

る
中
学
１
年
の
授
業
で
は
13

歳
に
達
し
た
生
徒
が
中
心
と

な
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
活
用
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

技
能
教
科
と
高
相
性

　準
備
を
整
え
、
本
格
的
に

生
成
Ａ
Ｉ
を
授
業
に
取
り
入

れ
た
の
は
今
年
１
月
か
ら
。

梅
野
教
諭
は
「
実
際
に
授
業

で
使
っ
て
み
た
感
覚
と
し
て

は
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
体

育
、
美
術
、
音
楽
、
図
工
な

ど
技
能
教
科
と
の
相
性
が
良

い
と
思
う
。
課
題
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
Ａ
Ｉ
に
求

め
て
、
そ
の
回
答
か
ら
解
決

で
き
そ
う
な
意
見
を
取
り
入

れ
て
実
践
し
て
、
ま
た
課
題

を
見
つ
け
て
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
で
学
び
が
深
ま

る
。
逆
に
一
問
一
答
の
よ
う

な
答
え
が
１
つ
の
も
の
に
は

間
違
え
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
」

と
感
触
を
口
に
す
る
。
さ
ら

に
「
子
ど
も
の
思
考
力
低
下

の
心
配
も
あ
っ
た
が
、
む
し

ろ
粘
り
強
く
考
え
て
い
か
な

い
と
答
え
が
出
な
い
た
め
考

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
う
生
徒
。
こ
の
日
の
授
業
で
は
難
し
い

言
い
回
し
の
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
変
換
す
る
の
に
使
っ
た

え
る
訓
練
に
な
る
と
思
う
」

と
話
す
。

　生
成
Ａ
Ｉ
を
授
業
で
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
校
の

清
水
校
長
は
「
生
徒
が
楽
し

く
学
べ
る
こ
と
が
一
番
大

事
。
そ
の
中
で
学
ぶ
力
が
付

い
て
、
将
来
に
役
立
て
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
」
と

期
待
し
た
。


